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た

ま

ぐ

し

大
阪
・
玉
櫛
遺
跡

所
在
地
　
　
　
大
阪
府
茨
木
市
玉
櫛

一
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年
度
調
査

　
一
九
九
五
年

（平
７
）
六
月
―

一

九
九
六
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
①
大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
入
江
正
則

・
川
瀬
貴
子

・
木
村
建
明

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
水
田
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
１
古
墳
時
代
、
平
安
時
代

（
一
〇
世
紀
後

半
）
―
中
世

（
一
五
世
紀
）、
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

玉
櫛
遺
跡
は
大
阪
府
の
北
部
、

茨
木
川
と
安
威
川
に
よ
り
形
成

さ
れ
た
沖
積
地
に
位
置
す
る
。

標
高
六

・
五
ｍ
前
後
、
対
岸
に

は
銅
鐸
鋳
型
の
出
土
で
有
名
な

部

東
奈
良
遺
跡
が
あ
る
。

靴
　
　
一
九
九

一
。
九
二
年
度
、
大

�

阪
府
教
育
委
員
会
が
府
営
住
宅

建
て
替
え
に
際
し
て
、
約
五
〇

○
○
ポ
を
発
掘
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
古
墳
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
水
田

。

畑

・
河
川

・
集
落
を
検
出
し
、
玉
櫛
遺
跡
と
命
名
し
た
。　
一
九
九
五
年
度
か
ら

大
阪
府
教
育
委
員
会
の
委
託
を
受
け
て
当
セ
ン
タ
ー
が
行
な
っ
た
調
査
で
は
、

平
安
時
代
前
半
か
ら
中
世

（
一
〇
世
紀
後
半
―
一
五
世
紀
）
に
い
た
る
水
田

・
集

落

。
河
川
な
ど
を
検
出
し
た
。
集
落
は
数
時
期
に
分
か
れ
、
規
模
の
大
き
い
建

物
と
小
さ
い
建
物
数
棟
で
構
成
さ
れ
る
。
集
落
は
場
所
を
変
え
つ
つ
も
連
続
し

て
お
り
、　
一
五
世
紀
に
は
堀
と
呼
べ
る
規
模
の
河
川
で
区
画
さ
れ
、
出
土
遺
物

に
も
輸
入
陶
磁
な
ど
を
多
く
含
む
こ
と
か
ら
、
在
地
領
主
層
の
集
落
跡
と
考
え

ら
れ
る
。

木
簡
は
三
点
出
土
し
た
。
①
は
畦
畔
が
検
出
さ
れ
、
調
査
区
で
最
古
の
水
田

面
と
な
る
、　
一
〇
世
紀
後
半
か
ら

一
一
世
紀
前
半
ま
で
の
耕
作
土
層
か
ら
出
土

し
た
付
札
木
街
で
あ
る
。
他
の
二
点
は
卒
塔
婆
で
、
②
は
集
落
を
区
画
す
る

一

五
世
紀
の
河
川
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
河
川
の
同
じ
堆
積
層
か
ら
は
、
五
輪
塔

の
水
輪
部
も
出
土
し
、
ま
た
河
川
岸
に
は
桶
棺
墓
も
検
出
さ
れ
て
お
り
、
周
辺

一
帯
が
墓
域
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
①
は
集
落
内
の

一
四
世
紀
後
半
と
推

定
さ
れ
る
井
戸
か
ら
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

水
田
耕
作
土
層

①

　

「
＜

日

― ―

□

一

石

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岸
卜
授

い
反

∞

轟

河
川



衰
梵
字
）
南
元
阿
弥
陀
佛
右
趣
者
為
性

①

　

「南
元
□
□
□
□
」

ω
は
上
に
二
、
三
文
字
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
裏
面
は
墨
痕
な
し
。
下
端

を
削
り
尖
ら
せ
る
。
②
は
下
端
郡
欠
損
、
裏
面
は
墨
痕
な
し
。
頭
部
に
五
輪
塔

状
の
切
り
込
み
が
入
り
、
左
右
も
薄
く
削
る
。
為
性
と
い
う
人
物
の
三
七
日
追

善
供
養
の
卒
塔
婆
と
わ
か
る
。
①
は

「南
元
」
以
下
に
も
文
字
が
あ
る
が
、
肉

眼
で
は
判
読
不
能
だ
が
、
吹
田
市
教
育
委
員
会
西
本
安
秀
氏
の
指
摘
で
は

「南

元
多
宝
如
来
」
と
い
う

（同

「木
製
卒
塔
婆
の
変
遷
と
用
途
に
関
す
る
一
考
察
」
『網

1998年出上の木簡

(2)

三
七
日
追
善

×

（
卜
∞
〇
）
×
り
⇔
×
∞

伽
　
ｏ
φ
］

∞
］
∞
×

］
ド
×

∞
　

ｏ
ｏ
β

干
善
教
先
生
古
稀
記
念
考
古
学
論
集
　
下
巻
』

一
九
九
八
年
）。

込
み
が
あ
り
、
先
端
も
鋭
く
尖
ら
せ
る
。

９
　
関
係
文
献

働
大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

『玉
櫛
遺
跡
』

頭
部
に
山
形
の
切
り

（
一
九
九
八
年
）

（川
瀬
貴
子
）一

(3)




